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 要  旨 
【目的】 
近年、無線通信規格として超広帯域通信(Ultra-wideband : UWB)が注目されている。UWB に
用いる周波数帯域として Full-band UWB と呼ばれる 3.168～10.560GHz 帯があり、これを満足
するバランには比帯域幅が約 108%という広帯域特性が必要となり、良好なバランス特性（一般
に振幅比±0.5dB 以内、位相差 180±5 度以内）の実現や回路サイズに対して小型化、低背化の
要求がある。これまでマイクロ波帯における広帯域バランに関しては様々な研究が行われてきて
いるが、比帯域幅 108%を超える通過帯域を有するチップバランは筆者の知る限り実現されてい
ない。また、バランス特性に関して総合的な検討はされていない。 
そこで、本研究では従来のバランに対して広帯域化及びバランス特性の改善の方法について検
討し、提案を行う。提案手法により Full-band UWB を通過帯域とするバランを構成し、提案手
法の実用性を確認する。 
【方法】 
本研究ではマーチャントバランと呼ばれる回路構造を基に電信方程式や回路シミュレータを用
いた解析を行い、広帯域化及びバランス特性の改善の方法について検討した。検討結果からマイ
クロストリップ線路(MSL : Microstrip-line)及びストリップ線路(SL : Strip-line)を用いて提案回
路を構成し、電磁界シミュレータによる解析及び試作実験により提案回路の有効性の確認を行っ
た。計算には回路シミュレータ(Ansoft Designer、Ansoft 社) 及び電磁界シミュレータ(Ansoft 
HFSS、Ansoft J 社)を用い、測定にはベクトルネットワークアナライザ(ZVB20、ROHDE ＆ 
SCHWARZ 社)を用いた。 
【結論】 
マーチャントバランの広帯域化及びバランス特性改善について検討を行い、入力インピーダン
ス特性に着目した整合補償回路による広帯域化及び共振周波数に着目したバランス補償回路によ
るバランス特性の改善を提案した。提案した方法を MSL に応用し各種シミュレータによる解析
結果や実測結果により Full-band UWB に用いられる周波数帯域を通過帯域とし良好なバランス
特性を有する MSL バランを構成し、提案手法が有効であることを確認した。また、SL バランに
おいても同様の特性を有するチップバランを構成し、提案手法の実用性を確認した。 
 
